
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
史
料
集
利
用
者
の
道
具
と
し
て
徳
川
幕
府

外
国
関
係
事
務
官
吏
一
覧
が
田
中
氏
の
手
に
よ
っ

て
編
ま
れ
て
い
る
。

田
中
氏
の
解
説
論
文
は
、
文
献
解
題
に
あ
り
が

ち
な
こ
ま
か
な
書
誌
学
的
論
考
に
は
と
ど
ま
っ
て

は
お
ら
ず
、
.
幕
末
か
ら
明
治
二
〇
年
代
初
頭
に
か

け
て
の
外
国
奉
行
所
・
外
務
省
側
面
史
論
の
性
格

を
帯
び
て
き
て
い
る
。

氏
は
旧
幕
期
に
編
纂
さ
れ
た
初
・
二
編
r
通
信

仝
覧
L
を
「
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
機
能
性
を

備
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
編
纂
さ
れ
た
、
極
め
て

実
務
本
位
の
「
外
交
文
書
集
」
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の

伝
統
が
昭
和
期
に
い
た
る
迄
の
外
務
省
文
書
編
纂

に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
明
治
七
年
か
ら
本
格
的
に
開
始
す
る
　
r
続

通
信
全
覧
』
編
纂
作
業
に
お
い
て
、
秋
月
藩
記
録

方
出
身
の
坂
田
諸
遠
以
外
に
は
、
田
辺
太
一
・
日

石
其
道
・
依
田
盛
克
・
宮
本
好
風
・
平
山
省
意
等

旧
幕
の
外
交
実
務
担
当
者
が
多
か
っ
た
こ
と
に
言

及
し
、
彼
等
が
完
全
に
外
務
省
か
ら
姿
を
消
す
明

治
一
八
年
か
ら
二
一
年
を
『
続
通
信
全
覧
』
作
成

の
終
期
と
推
定
す
る
。

だ
が
こ
の
こ
と
は
外
務
省
ば
か
り
で
は
な
い
。

修
史
館
や
内
務
省
の
地
誌
編
纂
に
お
い
て
も
ま
た

然
り
で
あ
っ
た
。
太
政
官
制
か
ら
内
閣
制
へ
の
移

行
は
、
国
家
的
職
務
と
し
て
の
記
録
・
編
纂
作
業

の
全
体
的
消
滅
を
も
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

意
味
に
お
い
て
も
明
治
一
〇
年
代
末
は
中
国
的
国

家
組
織
か
ら
欧
米
的
国
家
組
織
へ
の
移
行
の
画
期

で
あ
っ
た
と
評
者
は
考
え
て
い
る
。

(
み
や
ち
・
ま
さ
と
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
)

(
A
5
判
、
六
五
〇
ペ
ー
ジ
、
一
〇
三
〇
〇
円
、
雄
松

堂
出
版
、
一
九
八
九
・
一
〇
刊
)

長
岡
外
史
文
書
研
究
全
編

『
長
岡
外
史
関
係
文
書
』

回
　
顧
　
録
　
篇

書
簡
・
書
類
篇小

　
池
　
聖
一

長
岡
外
史
は
、
明
治
陸
軍
の
大
事
件
で
あ
る
月

曜
会
事
件
の
主
役
の
一
人
で
あ
り
、
日
露
戦
争
時

に
は
、
陸
軍
参
謀
次
長
と
し
て
旅
順
攻
略
戦
や
樺

太
占
領
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
臼

露
戦
争
後
、
新
潟
県
高
田
(
現
上
越
市
)
　
の
第
一

三
師
団
長
時
代
に
は
、
ス
キ
ー
の
普
及
に
尽
力
し
、

予
備
役
後
は
、
民
間
航
空
界
の
育
成
に
貢
献
し
た

人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
出
版
さ

れ
た
史
料
集
は
、
こ
の
長
岡
外
史
が
折
り
に
触
れ

て
書
い
た
回
顧
録
と
、
書
簡
・
書
類
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
回
顧
録
屈
で
は
、

前
半
生
に
あ
た
る
軍
人
時
代
と
昭
和
期
の
航
空
事

業
に
つ
い
て
の
部
分
が
、
は
じ
め
て
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
書
簡
・
書
類
編
に
つ
い
て
も
、
谷

寿
夫
著
『
機
密
白
露
戦
史
」
(
原
書
房
)
等
で
引
用

さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
日
露
戦
争
以
後
の
部
分

が
完
全
に
活
字
化
さ
れ
た
の
は
始
め
て
で
あ
る
。

扇
面
壁
聖
　
の
構
成
は
、
「
第
一
巻
　
日
露
戦

争
ま
で
」
「
第
二
巻
　
日
露
戦
争
の
回
顧
」
の
前
半

部
分
で
長
岡
の
現
役
軍
人
時
代
の
代
表
的
な
出
来

事
が
回
想
さ
れ
、
後
半
部
分
に
あ
た
る
「
我
邦
最

初
の
ス
キ
ー
」
で
は
、
日
露
戦
争
後
の
第
一
三
師

団
長
時
代
に
民
間
を
含
め
た
形
で
ス
キ
ー
導
入

(
日
本
で
最
初
で
は
な
い
が
)
・
普
及
に
努
め
た
様

子
が
、
ま
た
、
「
飛
行
界
の
回
顧
」
以
下
で
は
、
長

岡
が
予
備
役
後
に
民
間
航
空
界
の
発
展
に
寄
与
し

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
巻
末
の

解
説
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

の
寺
内
正
毅
文
書
・
桂
太
郎
文
書
・
岡
市
之
助
文
書

書評と紹介109
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等
の
書
簡
を
使
用
し
て
日
露
戦
争
以
降
を
中
心
と

し
た
長
岡
の
動
向
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の

魅
力
は
、
明
治
期
の
陸
軍
部
内
を
知
る
上
で
数
少

な
い
資
料
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら

本
書
に
は
、
日
清
戦
争
開
戦
直
後
の
回
顧
録
(
「
新

日
本
の
鹿
島
立
」
)
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
月

曜
会
事
件
前
後
の
陸
軍
と
日
露
戦
争
に
つ
い
て
の

記
述
は
、
酒
脱
な
語
り
口
の
な
か
に
も
、
当
事
者

な
ら
で
は
の
内
容
と
迫
力
を
持
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
「
月
曜
会
」
事
件
前
後
の
記
述
に
つ
い
て

触
れ
て
み
た
い
。

「
月
曜
会
事
件
」
と
は
、
明
治
一
八
・
一
九
年
か

ら
二
三
年
頃
ま
で
の
陸
軍
の
変
革
期
に
お
い
て
、

山
県
有
朋
・
大
山
巌
ら
を
中
心
と
す
る
陸
軍
主
流

派
と
四
将
軍
(
三
浦
梧
楼
・
鳥
尾
小
弥
太
・
谷
干

城
・
曾
我
祐
準
)
と
の
対
立
の
中
で
、
陸
軍
部
内

に
あ
っ
た
地
域
横
断
的
な
中
堅
・
若
手
将
校
の
兵

学
研
究
団
体
=
月
曜
会
が
、
軍
上
層
部
の
圧
迫
に

よ
り
、
二
二
年
二
月
に
、
解
散
に
追
込
ま
れ
た
事

件
を
さ
す
。
こ
の
事
件
お
よ
び
月
曜
会
自
体
の
評

価
に
つ
い
て
は
、
大
江
志
乃
夫
氏
が
月
曜
会
を
純

然
た
る
兵
学
研
究
団
体
と
指
摘
(
『
日
露
戦
争
の
軍

事
史
的
研
究
』
昭
和
五
一
年
、
岩
波
書
店
)
′
し
、

四
将
軍
に
利
用
さ
れ
た
政
治
的
団
体
と
す
る
『
公

爵
桂
太
郎
伝
(
乾
)
』
(
大
正
六
年
、
故
桂
公
爵
記

念
事
業
会
刊
)
　
の
記
述
に
対
し
て
批
判
を
し
、
ま

た
、
村
瀬
信
一
氏
の
研
究
(
「
い
わ
ゆ
る
「
月
曜
会

事
件
」
の
実
相
に
つ
い
て
」
「
日
本
歴
史
』
二
八
四

号
)
等
を
通
じ
て
も
そ
の
実
体
の
解
明
が
進
ん
だ
。

そ
の
後
、
本
書
所
収
の
回
顧
録
を
使
用
し
た
寺
町

明
子
氏
の
論
文
(
「
月
曜
会
事
件
に
関
す
る
一
考

察
」
『
史
窓
」
四
四
号
)
に
よ
り
、
月
曜
会
自
体
の

組
級
、
活
動
、
人
事
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
な
か

で
、
月
曜
会
が
陸
軍
に
対
し
て
自
立
的
存
在
と
さ

れ
、
大
沢
博
明
氏
の
論
文
(
「
月
曜
会
事
件
の
再
検

討
(
こ
(
二
)
-
所
謂
四
将
軍
と
の
関
係
を
中
心

に
-
」
r
法
学
雑
誌
』
三
五
巻
一
∴
　
二
号
)
に
よ
っ

て
、
月
曜
会
事
件
に
お
け
る
四
将
軍
派
と
月
曜
会

と
は
、
実
力
本
位
・
藩
閥
情
実
打
破
の
点
で
の
共

鳴
関
係
に
あ
り
、
「
専
門
化
」
軍
形
成
過
程
に
お
い

て
、
軍
隊
秩
序
と
選
抜
シ
ス
テ
ム
を
独
占
し
、
体

制
安
定
と
そ
の
主
導
力
を
確
保
す
る
た
め
に
陸
軍

主
流
派
が
月
曜
会
を
解
散
さ
せ
た
こ
と
が
立
証
さ

れ
た
。
こ
の
大
沢
論
文
に
よ
り
、
月
曜
会
事
件
を

め
ぐ
る
論
争
に
一
応
の
終
止
符
が
打
た
れ
た
が
、

そ
れ
で
も
な
お
、
史
料
の
少
な
い
明
治
期
の
陸
軍

に
お
け
る
数
少
な
い
情
報
源
と
し
て
、
本
書
の
価

値
は
際
立
っ
た
存
在
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
岡
が

「
幸
福
多
き
山
口
県
に
生
ま
れ
た
為
め
に
所
謂
軍

閥
の
一
人
者
」
で
あ
り
な
が
ら
、
「
低
能
者
、
無
能

者
が
妄
り
に
要
職
を
占
領
し
て
、
只
人
望
を
収
む

る
こ
と
の
み
汲
々
と
し
て
、
一
切
軍
事
の
発
達
を

謀
ら
ざ
る
の
が
残
念
」
で
あ
る
と
し
て
、
月
曜
会

創
設
の
中
心
人
物
と
な
り
(
二
六
～
二
七
頁
)
、
藩

閥
情
実
打
破
を
主
張
し
た
こ
と
等
、
当
時
の
陸
軍

部
内
に
お
い
て
、
戦
功
あ
る
上
官
(
薩
派
系
軍
人
)

と
、
長
岡
ら
の
陸
大
出
の
エ
リ
ー
ト
を
中
核
と
す

る
新
進
の
将
校
と
の
対
立
が
深
刻
な
問
題
で
あ

り
、
月
曜
会
の
創
設
(
「
月
曜
会
趣
意
書
」
三
一
～
四

〇
頁
)
と
あ
わ
せ
て
興
味
深
い
情
報
を
提
供
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
期
の
陸
軍
の
エ

リ
ー
ト
選
抜
シ
ス
テ
ム
全
般
に
対
し
て
も
、
そ
の

後
の
長
岡
の
登
用
の
在
り
方
(
長
岡
が
フ
ラ
ン
ス

流
の
寺
内
に
よ
り
抜
擢
さ
れ
た
こ
と
等
)
を
通
じ

て
、
そ
も
そ
も
「
陸
軍
主
流
派
と
は
何
か
」
と
い

う
問
に
答
え
る
上
で
も
、
明
治
陸
軍
を
解
明
す
る

手
掛
か
り
と
な
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
本
書
の
最
大
の
眼
目
と
さ
れ
る
の
が
、

日
露
戦
争
時
の
長
岡
の
回
想
部
分
(
第
二
巻
)
で

あ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
書
簡
・
書
類
編

に
お
い
て
も
、
そ
の
編
集
上
の
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
巻
末
の
解
説
で
も
、
「
白
眉
」
と
さ
れ
、
r
機

密
日
露
戦
史
」
お
よ
び
r
明
治
軍
事
史
」
に
本
書

の
一
部
が
使
用
さ
れ
、
日
露
戦
争
史
研
究
上
の
重
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要
史
料
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
特
に
、
樺
太
占
領
計
画
が
海
軍
側
の
消
極
的

態
度
・
反
対
に
よ
り
、
な
か
な
か
進
ま
ず
、
そ
の

な
か
に
あ
っ
て
、
政
略
上
、
作
戦
の
必
要
を
唱
え

て
長
岡
が
奔
走
す
る
く
だ
り
や
(
第
二
章
樺
太
行

難
・
第
三
章
北
韓
軍
前
進
艶
)
、
ま
た
、
第
四
章
の

旅
順
攻
撃
難
で
の
、
正
面
攻
撃
に
固
執
す
る
第
三

軍
参
謀
長
伊
知
地
幸
介
少
将
と
二
〇
三
高
地
占
領

を
第
二
義
に
主
張
す
る
長
岡
と
の
対
立
が
述
べ
ら

れ
、
旅
順
要
塞
陥
落
の
遅
延
と
被
害
の
原
因
が
、

伊
知
地
参
謀
長
の
作
戦
に
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
軍
事
史
上
の
貴
重
な
証
言

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
大
本
営
と
満

州
軍
総
司
令
部
間
に
、
安
奉
線
敷
設
や
給
養
、
第

八
師
団
派
遣
、
外
国
観
戦
武
官
を
め
ぐ
っ
て
対
立

が
あ
っ
た
こ
と
は
(
第
五
章
営
部
の
小
迫
り
合
)
、

日
露
戦
争
に
お
け
る
統
帥
、
そ
し
て
、
そ
れ
以
降

に
つ
い
て
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
る
点
が
多
い

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
面
で
、
『
回
顧
録
」
は

慎
重
な
史
料
批
判
も
必
要
で
あ
る
。
日
露
戦
争
史

の
先
行
研
究
で
あ
る
大
江
志
乃
夫
氏
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
旅
順
要
塞
攻
略
に
あ
た
っ
て
の

二
八
刑
楷
弾
砲
配
備
に
つ
い
て
、
「
自
己
の
功
績
を

誇
る
た
め
の
誇
張
」
(
大
江
氏
前
掲
書
、
一
〇
二
真
)

が
成
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
一
次
資
料
に
基

づ
い
て
、
充
分
な
史
料
批
判
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
『
書
簡
・
書
類
編
』
　
の
構
成
は
、
一
九
〇

四
(
明
治
三
七
)
年
六
月
以
後
の
日
露
戦
争
期
(
参

謀
次
長
時
)
以
降
の
書
簡
と
長
岡
の
予
備
役
以
後

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
航
空
事
業
に
つ
い
て

の
書
類
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
残
念
な
こ

と
に
「
月
曜
会
倒
壊
後
明
治
二
十
三
年
」
か
ら
「
中

佐
時
代
」
ま
で
の
巻
物
(
日
露
戦
争
前
)
　
の
書
簡

類
は
、
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
書
簡
類
の
重
点
は
、

日
露
戦
争
期
と
な
っ
て
い
る
。
書
簡
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
日
露
戦
争
時
、
長
岡
が
参
謀
次
長
と
い

う
重
職
に
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
多
岐
に
わ
た
る
と
と

も
に
、
重
要
な
内
容
を
持
つ
も
の
が
多
い
。
具
体

的
に
内
容
を
分
類
す
れ
ば
、
①
出
征
地
の
状
況
報

告
(
満
州
軍
に
つ
い
て
の
井
口
省
吾
・
児
玉
源
太

郎
書
簡
、
旅
順
方
面
に
つ
い
て
の
伊
地
知
幸
介
書

簡
等
、
台
湾
守
備
軍
・
清
国
政
府
・
大
谷
喜
久
蔵

書
簡
に
代
表
さ
れ
る
韓
国
情
勢
等
)
、
②
諸
外
国
の

日
露
戦
争
に
対
す
る
反
応
に
つ
い
て
の
書
簡
、
③

参
謀
人
事
に
つ
い
て
の
書
簡
(
人
事
政
策
に
つ
い

て
は
、
長
岡
の
意
見
が
重
視
さ
れ
た
も
の
の
、
寺

内
陸
相
と
多
く
の
衝
突
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
)
、
⑥

作
戦
面
(
特
に
樺
太
占
領
作
戦
)
に
つ
い
て
の
書

簡
、
⑤
民
間
人
か
ら
の
献
策
、
⑥
日
露
戦
後
の
政

治
状
況
に
つ
い
て
の
書
簡
、
⑦
航
空
事
業
関
係
の

書
簡
(
国
民
飛
行
会
、
帝
国
飛
行
協
会
等
)
に
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

紙
幅
の
関
係
上
、
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
①
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
も
の
が
『
機

密
日
露
戦
史
」
　
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

日
露
戦
争
に
お
け
る
戦
争
指
導
の
実
態
を
見
る
上

で
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
日
露
戦
争
七
五
周
年

に
あ
た
っ
て
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
論
議

さ
れ
た
よ
う
に
、
今
後
多
角
的
な
分
析
と
実
際
の

戦
闘
報
告
等
の
一
次
資
料
と
の
照
ら
し
合
わ
せ
の

中
で
の
再
評
価
が
必
要
で
あ
ろ
う
(
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
日
露
戦
争
」
『
軍
事
史
学
』
第
六
三
号
・
第
六
四

号
)
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、
日
露
戦
争
の
情
報

戦
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
従
来
高
い
評
価

が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
(
島
貫
重
節
著
r
戦
略
・

日
露
戦
争
』
上
・
下
、
庶
書
房
)
、
こ
の
長
岡
宛
書

簡
で
は
、
そ
の
限
界
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
後
の
情
報
収
集
の
在
り
方
を
考
え
る
上

で
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
③
で
は
、
参
謀
人
事

に
お
い
て
寺
内
陸
相
と
長
岡
が
対
立
し
た
と
言
わ

れ
る
が
、
そ
の
背
景
を
知
り
う
る
資
料
で
あ
る
。

し
か
し
、
寺
内
か
ら
の
書
簡
が
少
な
く
、
短
い
の

は
、
残
念
で
あ
る
。
①
も
ま
た
、
r
回
顧
録
桶
」
と

共
に
、
陸
海
軍
対
立
、
H
霞
戦
争
の
戦
争
指
導
に

書評と紹介111



お
け
る
陸
海
軍
の
対
立
(
統
帥
部
の
分
裂
)
を
知

る
有
力
な
手
掛
か
り
で
あ
ろ
う
。
⑥
の
田
中
義
一

書
簡
は
、
特
に
貴
重
で
あ
り
、
内
容
的
に
面
白
い

も
の
で
あ
る
。

今
後
、
日
露
戦
争
史
を
再
考
す
る
場
合
、
軍
事

史
面
で
の
綿
密
な
研
究
の
積
み
重
ね
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
デ
な
れ
ば
当
然
、
当
時
の
戦
争
指

導
者
で
あ
る
軍
人
の
研
究
も
進
む
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
日
露
戦
争
期
の
軍
人

は
昭
和
期
の
軍
人
と
の
比
較
に
お
い
て
、
国
際
感

覚
、
情
報
戦
略
の
面
で
一
般
に
高
い
評
価
を
与
え

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
同
時
代
史
的
視
点
か
ら
、

そ
の
志
向
と
政
治
力
に
つ
い
て
、
再
評
価
が
進
む

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
こ
の
　
『
書

簡
篇
』
　
の
長
岡
宛
書
簡
に
代
表
さ
れ
る
一
次
資
料

の
重
要
性
は
よ
り
高
ま
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
一
方
、
r
書
類
編
L
も
、
大
正
後
期
の
軍
縮
期

の
予
算
を
め
ぐ
り
、
海
軍
の
補
助
艦
艇
補
充
が
一

つ
の
争
点
と
な
っ
て
お
り
、
加
藤
定
吉
海
軍
大
将

と
の
間
で
論
争
と
な
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
政

治
史
的
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
。最

後
に
、
本
書
刊
行
に
際
し
て
、
可
能
な
限
り

資
料
の
復
元
に
努
力
さ
れ
た
長
岡
外
史
文
書
研
究

会
の
方
々
の
御
苦
労
に
対
し
て
、
読
者
の
一
人
と

し
て
感
謝
の
念
に
た
え
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ

の
よ
う
な
形
で
福
島
安
正
の
資
料
や
防
衛
研
究
所

所
蔵
の
資
料
等
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
や

ま
な
い
。
し
か
し
、
r
回
顧
録
編
」
で
日
清
戦
争
期

の
回
顧
録
が
収
録
さ
れ
ず
、
ま
た
、
r
書
簡
・
書
類

編
」
　
で
明
治
中
期
の
陸
軍
内
部
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
書
簡
類
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で

あ
る
。
紙
幅
・
編
集
上
の
制
約
か
ら
や
む
を
え
な

か
っ
た
か
、
と
も
思
わ
れ
る
が
、
長
岡
外
史
と
い

う
明
治
期
を
代
表
す
る
一
人
の
軍
人
を
評
価
す
る

上
で
、
で
き
う
る
な
ら
ば
、
全
て
の
資
料
を
収
録

し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
何
ら
か
の
機
会
を
以
て
、

発
表
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

後
半
部
分
の
ス
キ
ー
の
導
入
・
普
及
、
航
空
事

業
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
能
力
不
足
か

ら
、
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
点
を
含
め
て
、
r
人
間
・
長
岡
外
史
」
(
長
岡

外
史
顕
彰
会
、
昭
和
五
一
年
)
が
、
多
く
の
写
某

な
ど
を
用
い
て
、
よ
く
長
岡
に
つ
い
て
伝
え
て
い

る
。
本
書
と
あ
わ
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
す
る
。

(
こ
い
け
・
せ
い
い
ち
　
外
務
省
外
交
史
料
館
)

(
A
5
判
、
回
顧
録
編
五
八
四
ペ
ー
ジ
・
八
八
〇
〇

円
二
九
八
九
・
五
刊
、
書
簡
・
書
類
編
四
七
四
ペ
ー

ジ
・
七
二
〇
〇
円
二
九
八
九
二
〇
刊
、
吉
川
弘
文

館
)

宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編

沖
ノ
島
　
全
2
冊

続
沖
ノ
島
セ
ッ
ト

宗
像
神
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡

セ
ッ
ト
定
価
六
一
、
八
〇
〇
円
(
税
込
)

私
5
判
・
上
製
・
貼
函
入

原
色
図
版
等
二
三
九
/
本
文
総
頁
七
〇
四

日
本
考
古
学
・
古
代
史
上
に
燦
然
と
輝
く

〝
海
の
正
倉
院
〟
沖
ノ
島
　
(
宗
像
大
社
沖
津

宮
祭
祀
遺
跡
)
　
の
第
一
次
・
第
二
次
学
術

調
査
報
告
書
。
本
書
に
お
い
て
詳
述
さ
れ

た
、
精
巧
・
豪
華
な
彩
し
い
出
土
品
を
伴

う
我
が
国
最
大
の
古
代
祭
祀
の
展
開
過
程

は
、
▼
大
陸
交
渉
や
律
令
祭
祀
成
立
と
神
道

形
成
の
基
準
的
意
義
を
も
つ
。
刊
行
以
来

四
半
世
紀
を
経
て
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
要

望
に
応
え
た
待
望
久
し
い
復
刊
で
あ
る
。

▽
限
定
復
刊
に
つ
き
、
ご
注
文
は
お
早
め

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
(
分
売
せ
ず
)

吉
川
弘
文
館
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